
III

助%〔⑦r Oッコマ蚤脅さγttYと絆辮コlν2

22｀69、学コを具静・冥助｀
↓1壺。(lgIFl

・裂腱マ|コ1(IV劇陥)Ψ陥①｀
∫|マ7γ

°
ツ孝Elマコツγ9コ到ジ

'日 ユ澤シンツタQアイン
`γ
イロ｀

'コ

脅ヽ

“

y

割量χツを音Flマ判単士コ1暑°ヽAを
■下筆,

)Aヽ)γ身認(ly栞騨｀
つ7ヽ]⑦,7王コ1甚

県ι)畔尋日撃0準翼T TIYイン
`Yイ
ロ

目勤早

シ2Y象2と´ル壬Y´□⑦昌γ(2)

°
79以⑦79彪9彰Mと野製⑦身陥

爵準
｀
■29彰ざγ爵製⑦当撃キ¥図′⑦昇χ颯

｀
1)09以冨碑αγ⑦r°77,7コッ澤

百¥、γ〕

`)rど

と静鮨ルEll T⑦)“鑓きヽ

`制

なヽ申ン怪倒
｀
∫|

マ7,7コツフヾ撃)準ヨン)■憲コIT⑦

χttY▽日単
｀
9)0剤コ1冨碑γ tt°77)

準ゞ準ヾ,皐窪とレヽ¥⑦量設E`ll Tツ孝普

0□助と¥k窪⑦χtt WI以撃辺Y7TコlY罰

アロ早
｀
1)。星7量χ以呈―コ11T⑦r

°
7マ)3をγ独

。杉膨γ¥｀口
`。
苦口2量`γfrdl係ヽ(2を数軍

Ⅶ。車1`・車鷹目)靭童熙尊マ1コ量γ像釧

γY°フマさ学コを♀暴
｀
童Y印・YiFu黎`憲

・ヨ■｀
朧軍・Ψ派｀

里画普▼l El量γ平軍
°
7マさγttγ劇学Yア量γYtt TIじ1曇γ

畢M7轟製⑦畢M(L)

要嚇ca蔓

琳妻準7Zιル壬と

`口

Ca昌薔
・
z

コ 劇 則

誓秦1畳・童耐

早

秦¥業製軍箪

°
ツ準E17コツマ)マ身)Aヽ

Cコ11曇諺⑦車3アアイン

`Yィ
ロ⑦与陥爵準

｀
)でF翻尋χttY幸日箪FI)壁▽)コツ

°
シヤさ

“

髭脅〉年)膨尋爬酵
｀
)γttDlM冨

AヽをνJ¥ヽ77Xコlγ｀
γAヽ FIマ°ヽA tt Yさ

γ

7rγCyY景,量聯6 γOEl獲コミγttγ颯

C/ηコ1をγヽγへヽ)ツ軍尋γ髭孝彪Yνンν

ツ
｀
,拗り軍とψ撃目とyttγ準ヽ

。業↓園

智⑦コを昇業童撃陥と昇半築レヽ鰐と―γ―ド

γC/9,°76孝Dl副嬰さ

“

アコへヽ尋準目じ1

碑γ聯6祟さγラ陥辮準
｀
9ヾ靱軍χ冨)ヽ

°ヽへ
γη¥尋享瑠Dl γ

影⑦クY⑦〉多γ69凶El爵準｀
)■

'°

ヘヽ

孝準と)0到尋漸動Aヽ昔,日―⑦第7γνヾ

γtt°へヽγ■γAヽa彙繁像壁哲「⑦単γν脅

孝〉早E`107アツ(lTη申Aヽ彰暫鉢aF1ヽ′

El難昇⑦〉多γνO(1釜尋量難以冨幣⑦コ

°
シAヽ'γ■9 El音γ解―マ1獲驚7(1釜

尋日熙⑦撃鮒黎量γ°
γCγヽ tt Ysγ量4⑦黎

事ツTコ1営町
｀
以¶′中、γ書妻士¥⑦以準当単

+9ヽ

“

音難具TI獲7γm°ツ孝コ1尉o8畔

口|■ヾ猟⑫ツ｀
以⑦孝6・ZJ―プ子=イム、γ

(菫町軍国IY)χttY箪凶⑫(寺8Z61)寺ZI

IYコ1マを9°γ■爾疑さγ=7⑫辮降YttM

回⑦O・6●―τ子言イム｀
)0中

`⑦

ロキ081

畔箪単箪⑦中

`管

十軍■音聯二E`l↓9レ判

レI(0)日IIビ8(寺I10Z)寺8Z Ψ士

コ100撃l・L

「

障諺⑫車専⑫判曇γぎ★Elγ冨¥Ψ日箪



表-1 災害の回ジスティクスの種類と検討項目

災害の種類
①自然災害   暴風雨、洪水 ,高潮、地震・津波、倒壊・火災、噴火など
②人為的災害  交通事故、労働災害、犯罪・テロ、武力衝突・戦災など

災害の検討項目
①ロジスティクス  調達 ・仕分け・配分、輸送 ・保管など

(輸送では、道路・車両・運転手・燃料など)
(保管では、建物・品質管理設備・搬送機器、データなど)

②救援物資     食料品、衣料品、生活用品、高齢者・乳幼児物資など

③救命救急     医薬品 '医療材料、DMAT(緊 急医療チーム)な ど

④生活行動     食事 ・入浴、労働 ・休息、趣味・娯楽など
⑤ライフライン   情報通信、エネルギー、上下水・廃棄物など

⑥建物 ・施設    倉庫 ・配送センター、道路・鉄道・港湾など

送では、道路 ・車両 ・運転手 。燃料のどれ一

つも欠けてはならない。②救援物資には、食

料品、衣料品、生活用品などがある。③救命

救急には、医薬品。医療材料、DMAT(緊

急医療チーム)などがある。④生活行動には、

食事 。入浴、労働 。休息、趣味・娯楽などが

ある。⑤ライフラインには、情報通信、電気・

ガスなどのエネルギー、上下水 ・廃棄物など

がある。⑥建物や施設には、倉庫 。配送セン

ター、道路。鉄道。港湾などがある。(表-1)

3.東 日本大震災での救援物資輸送

の 3段 階の実態

(1)被災地外から県の集積場所までの輸送

東日本大震災での救援物資の輸送は、①被

災地外から各県の集積場所まで、②次に県か

ら市町村の集積場所まで、③そして市町村か

ら避難所までの3段階である。(図-1)

被災地外から各県までの救援物資の輸送

は、政府の緊急災害対策本部あるいは都道府

県が、 トラック協会を通じて物流事業者に要

請する。また各メーカーや小売業者が、独自

に被災地に送ることもある。東日本大震災で
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は、被災地に物資を送るはずの関東地方の工

場や倉庫も被災したため、関東地方だけでな

く西日本も含め広い地域から救援物資が、県

の集積場所に輸送された。

(2)県 集積場所から市町村集積場所ま

での輸送

県の集積場所の一部では、届けられた物資

が滞留する問題が発生した。この理由は、県

の施設や県職員が被災して人員そのものが不

十分なこと、不慣れな職員による救援物資の

仕分けや配分に手間取ったこと、届け先の避

難場所と避難者数が不明なために発送をため

らったことなどである。

このため、県から市町村の集積場所への輸

送、さらには市町村から避難所までの輸送も

滞ることとなった。

(3)市 田I村の集積場所から避難所までの

輸送

市町村の集積場所でも、物資の滞留や混乱

が生じた。この理由は、被災地そのものが広

軌にわたること、避難場所が約 2000カ所 (指



811

°
γAヽ

)ソγヽ碁コ担箭へヽ〉El■甲0違さγ纂陥準甲慟

進El滋爵｀
676ヽ体γさγ園割コ1冥激甲激Elニ

ν静ヾ設、7211要⑦以貿箭肇彰｀
ざ|マアγ°

γ

へヽ)0身El素峰ヨr,半ツ↓2団(lc・T7〉孝イγ゙

ロエ⑦撃陥▼l)χttYΨ日軍ηヾ■°
フマ

さγ逓7「シ準警躙
｀
)η↓1里尋纂陥EligF窯

熙と,gttlu単
｀
)η(1影■コIng目習」｀

孝纂

fFl爵導γ6準彰じ1望箭肇音⑦当じ1師鷹餃⑦靱

γttEl暑
°
シヤ以蚤軍、77⊇準甲6警尋豆陥

｀
)(1熙尋昌撃⑫豆陥(lyッマ)｀へヽ孝コ鉢

〉昔挙尋↓1里キ(1等■｀
FIアイン

`γ
イロ

昌豊(0蔓聯9Υコ1翠立□r(3)

°
γ6yl―イン⑦9γヽ El■車

摯・塁勤DllT⑦r O、Az、7獲驚γι孝じ1ロ

■、7車摯⑦習華国と習揺専｀
コを軍禦↓⑫軍

ン
｀
車7M腸軍

｀
車3塁勤

｀
97γCγヽ澤¥

さγ量訛ツfコ殺薫Fl)γttYΨ日箪ηぐη
°
シへヽ)

0■Elマコ〉目γ゙身陥,ヾヽ

`碑

γ颯
｀
勤⑫ツ

(■4000Z聯)
(P卑里尋当)

(ヨ絆珈単｀
剖ヨ削蝶)

illlllⅢill
(‖珈車号)
(P卑則智NV/)

嘲ヨ削ぼ可当国)

[押彙ⅢⅢ]
(7専4r手ミー

`
｀
準騨4-許YO晋)

0シ
ャal首当γ゙「アコ〔孝ヾ撃以辱陥車翠⑦

コを即ラ畢を身陥爾通シへヽ)νヾ塁勤)Mttγ

颯慟剤孝3単胆FI M園割ZZ」
｀
慟嗜)ν9アタ

以計撃いヘマ「ヽへ孝ヾ日さγ募陥脅ダヽヽ

`7γ

難

EI Mて回割ZZ」▼1回擢馴鴻u陥⑫割量γ

J―´と0ロユコ翠・塁勤(1)

「甲耐OC9」専q雷立暉蔓蹄副聯・
,

°
7699147準

響口1尋嶽¥⑦骰訛騨熙)■¥回コ1車薬謳ざγ百

謝絆珈単
｀
67■聾勁尋γ懲コ昇半謳彩キ昇

業警璽
｀
コウンフ準黒協認1昇曽キ島撃⑦辱陥

静準⑦以担箭肇音⑫小ヤIu単と当尋IT⑦コ

°
769

祭アコへヽ孝早以ツコ尋豆陥静準コニ澤以酢日|

尋嶽¥コ影+▼1)AヽCコ1昇噺熙彩目)マ叫
°
γι?や里γ(1ヽ

“

尋車甲れ11早露
｀
慟孝〉η騨

Fl具静キ↓1星(1↓■9 EI夕準コν準昌撃｀
η

昌熱、γ纂陥,コ1推箭肇章⑦小ヤ如単αγ⑫コ

°
シヤ,7コマιγヽ孝脅ヾ9さγγ(1目

Ofコ脅ソコ
｀
アコマCヾ多7(晏Clヽ

`=

(P卑劇尋｀
各I)

(P卑4r手ミー

`
｀
▼∠姿

`Y)

【彰驚χ聯】

一国

【甲驚訴聯】

▼壬Y4要嚇0豪聯爵職OX菫¥宰日単 L

租叫騨秘豪聯

r_」飾難当o.漸単耐0豪聯番準



その後、運輸局の依頼のもとで物流事業者

(輸送会社や倉庫会社)か ら市町村に物流の

プロが派遣され、次第に物資の滞留と混乱は

解消していった。

(3)地 元卸売業者の被災による流通経

路の断絶

通常の物資流通では、メーカー ・卸売業 ・

小売業という経路をたどっていく。このとき

卸売業者が、小売業者の数 。位置や通常の発

注量を把握している。しかし東日本大震災で

は、被災地内の地元卸売業者が被災してデー

タを紛失したために、地元卸売業者を頼って

いたメーカーは、どこに何の物資を送るべき

か分からなかった。一方の小売業者も、商品

の入手先がなくなったのである。

つまり卸売業者が被災することで、流通経

路が断絶し、被災していないメーカーや小売

業者であっても、物資の供給や調達ができな

かったのである。

(4)倉 庫などの物流施設の被災による

供給不足

東日本大震災では、被災地のメーカー ・卸

小売業者や物流事業者の施設 (工場や倉庫な

ど)が 破壊された。加えて震源地から遠い関

東地方であっても、工場や倉庫でも製造機械

や倉庫内自動機器が破損したり、倉庫で荷崩

れを起こした例も多い。こうして、実質的に

何週間か物資を発送できない例があった。

近年のメーカーや卸小売業者は、経営効率

を重視して物流拠点の数を少なくし、在庫を

削減する方策をとってきた。その分リスクも

増大してしまい、東日本大震災では、冗長性

(リダンダンシー)の 低さが問題になった。

通常時の効率性が、非常時の不適用性となっ

たのである。

このため全国ネットワークを持つ大規模小
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売業者は、被災地外のメーカーと交渉しなが

ら物資を確保した。また地元の県内で有数の

小売業者は、被災地外の全国規模の卸売業か

ら物資を確保した。現に大企業の多くは、震

災対応のノウハウを蓄積しており、震災発生

直後から対策本部を立ち上げ、関東地方や東

北日本海側から被災地への様々なルートや輸

送手段を用いて、物資供給をした。

(5)燃 料 ・車両 ・ドライバーの不足

物資供給が遅れた理由として、物資を輸送

するトラックに起因する燃料 ・車両 。ドライ

バー不足の問題もあった。大手物流事業者あ

るいは物流事業者の協同組合は、インタンク

(自家用の燃料タンク)を 持っている場合が

多いため、当初は燃料の確保ができていた。

また政府からの優先的な手当てもあった。し

かし時間の経過とともに、在庫がつき燃料確

保が難しくなったケースもあったので、救援

車両への燃料の優先供給システムを再構築す

る必要がある。

また石油会社が効率化のためにタンクロー

リーの数を削減し、加えてタンクローリーも

被災したために、車両数そのものが不足した。

さらにはドライバーが被災して不足したこと

もあった。一方で、被災地内の道路の回復状

況の把握については、国交省の情報とトラッ

クメーカーがウェブで提供した車両の大きさ

別の通行可能道路の情報が役立ったとされて

いる。

このように輸送とは、道路 ・車両 ・燃料 。

ドライバーなど多くの要素がそろい初めて可

能となる。さらには、仮に輸送できる状況に

あっても、商品や物資が調達できなかったり、

届け先に必要な物資の量が分からなければ、救

援物資は供給できない。「道路の車種別通行可

能」と 「輸送可能」と 「物資供給可能 (ロジ

ステイクス)」は、まったく異なるのである。
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らないからこそ、冬山や夏の無人島をイメー

ジして、必要な物資を想定することが重要で

ある。

セット化の内容は、食料品では 「飲み物、

非常用ごはん、おかず缶詰、はし・スプーン

のセット」や 「袋詰めラーメン、スチロール

製どんぶり、はし、飲料水、コンロ、燃料の

セット」など、生活用品では 「毛布 1枚、タ

オル2枚、石鹸 1個、歯磨きセット1つ など

のセット」や 「水のボトル、洗面器、バケツ、

ヒシャク (柄杓)な どのセット」などがある

だろう。「乳児用セット」、「高齢者セット」、

「高血圧患者セット」なども考えられる。

(3)被 災地内外での 「物流拠点の設定」

セット化する物流拠点は、被災地外に設け

るべきである。その理由を、「ラーメン、水、

コンロ。燃料の輸送」で考えてみよう。

ラーメンは食品業界、水や清涼飲料水は飲

料業界、燃料は石油業界で、それぞれ監督官庁

も異なる。このため救援物資も、業界別に被

災地に送られがちである。しかし個々の救援

物資がバラバラに送られると、被災地内の物

資集積場所で仕分け ・セット化 ・配分をしな

ければならなくなる。当然のことながら、仕

分け 。袋詰めやセット化の仕事は手間のかか

る作業だから、このような作業を被災地で行

えば被災者に余計な負担をかけてしまう。「被

災者の負担を軽くすること」が 「救援の原則」

なのだから、被災地でのセット化の作業を避

けるべきなのである。しかも被災者が生活す

るために最低限必要な物資を、できるだけ早

く供給するためには、被災地外で 「セット化」

して供給する方が良い。

東日本大震災のような大規模な被災であれ

ば、東京にある大きな体育館や民間企業の倉

庫やターミナルなどを、救援物資のセット場

所にしたい。ここでセット化された物資を被
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災地に送りこめば、被災地の県や市町村の集

積場所での負担を軽減できるし、物資のアン

バランスを解消できる。

一方被災地内でも、被災から時間が経過す

るにつれて、被災者の必要な物資が異なって

くるから、集積場所で必要な物資も異なって

くる。こうなると、県や市町村の集積場所で

も仕分け 。セット化 ・配分が必要になるだろ

う。このためには、市の体育館や物流事業者

のターミナルを、災害のときに救援物資用の

物流拠点として使用できるように施設計画や

建築設計をしておきたい。

(4)緊 急物資や緊急車両の 「トリアージ

(選別)」

医療の世界には、 トリアージ (選別、識別

救急)と いう危機対処方法がある。これは多

数の患者を重傷度と緊急性から選別して、最

も多くの人を救うように治療の順序を設ける

考え方である。一般には、黒 (回復の見込み

のない者、もしくは治療できない者)、赤 (生

命にかかわる重傷者でいち早 く治療すべき

者)、黄 (直ちに治療が必要ではないが、赤

になる可能性のある者)、緑 (至急の治療が

不要な者)に 分けられる。

医療の世界ではトリアージに倫理的な課題

を指摘する向きもあるが、大規模な災害のよ

うに限られた数の医師と医薬品で、限られた

環境のもとでは、取り入れなければならない

方法である。

このトリアージの考え方にならって、患者

を救援物資や救援車両に置き換えてみれば、

被災後の時間経過とともに変わる救援物資の

内容、救援物資の配分時のランク付け、被災

地内に進入させる緊急車両、ガソリン供給の

順位付けについても、 トリアージ (選別)を

取り入れる必要があるだろう。

たとえば救援物資では、被災当初はおにぎ
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をしてセット化するのである。

被災状況にかかわらず必ず必要な水や毛布

などは、あらかじめ一人用セットや 10人用

セットを作っておいても良い。また被災状況

にあわせて、「冬山3泊 4日 」「夏の無人島」

などを想定し、セット化するための作業手順

を用意しておきたい。このような作業こそ、

物流事業者がもっとも得意とするところだ。

これらの業務を倉庫で行い、倉庫が救援物

資の発地となる。倉庫が満杯であれば、体育

館などを借りて同様の作業をすればよい。

(3)「 ライフラインを維持」する倉庫

倉庫で救援物資を仕分けたり発送するため

には、電気、ガス、上下水、通信、ガソリン・

灯油などのライフラインが必要になる。なに

しろライフラインが生きていないと、停電に

より動かない自動搬送機器、データを読めな

いパソコン、洗浄できない食品材料を抱えて

しまい、救援物資のセット化や発送どころで

はないからだ。

このため、倉庫でも防災対策が必要になる。

①施設や整備機器については、建物の耐震設

計、倉庫内の機器や棚の破損防止、保管されて

いる物資の荷崩れ防止、データの保存とバッ

クアップ、コンピュータシステムの破損に備

えた紙ベースの作業方法、緊急用の伝票 ・荷

札の準備などがあるだろう。また、②庫内作

業については、非常用電源や燃料の確保、包

装材の備蓄、従業員の非常用配置計画なども

あるだろう。

7.お わ りに

近年、貨物自動車交通を物流と表現する向

きもあるが、これは物流 (物的流通)や ロジ

ステイクスとは異なる概念である。貨物自動

車の交通量が物資の流動量を示すと考えるこ

とは、ガラガラのバスが数多く走っていると
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き人の交通量が多いと考えるようなものであ

る。またロジスティクスや物流というと 「輸

送」だけを考えがちだが、これは誤解であり

輸送だけではロジスティクスは成立しない。

引っ越しを思い浮かべれば理解しやすいが、

引っ越しで最も大変なことは家財道具を仕分

けて梱包したり、 トラックに積み込むことで

ある。いったん走りだしてしまうと、距離の

長短はあまり影響がない。

すなわち、「貨物自動車交通」と 「物資流

動 (物資の輸送)」と 「物的流通 (輸送・保管・

流通加工・包装・荷役・情報)」と 「ロジスティ

クス (調達 。生産 。商取引流通 。物的流通 ・

消費)」は、区別しておかなければならない。

この原則を理解していないと、「工場が被災し

ようが、倉庫で荷崩れを起こそうが、道路さ

え通行できれば物資を供給できる」との誤解

をしてしまう。

東日本大震災では、多くの人の努力があっ

て救援物資が届けられた。十分に統一の取れ

た行動ではなかったとしても、被災規模に比

較すれば多くの人の努力の結果が実って、救

援物資が届けられていった。一方で、被災規

模が大きく対処しきれない面については、今

後の教訓としたい。

震災時の救援物資の輸送については、物流

拠点としての倉庫が、ロジスティクス全体を

コントロールする役割を持っている。このた

め倉庫の防災対策は、ハードな耐震対策や荷

崩れ防止だけでなく、災害に見舞われたとき

のソフトな運用や柔軟な対応が必要だろう。

こうして 「被災しない倉庫、被災の少ない倉

庫」となって、「被災地を救援する倉庫」で

あってほしいと願っている。

(以 上 )


